
利用可能な交通手段と外出行動の分析による 

身体障害者に対応した地域交通体系の考察 
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高齢者や障害者の移動において，移送サービスと公共交通などを組み合わせ，地域交通体系を構成す

ることは重要である．そこで，尼崎市をケーススタディとし，身体障害者のうち，移動支援制度受給

者の利用可能な交通手段の把握をおこない，移送サービス，タクシー交通，バス交通の間の分担関係

を考察した．特にセダン型車両による福祉有償運送の意義などについて考察を行った． 
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１． はじめに  

ノーマライゼーション社会の実現のため，移動

に制約があったとしても外出できる地域交通体系

の構築が求められている．このような地域交通体

系は，身体的な移動制約の高い人に対応できる移

送サービス，乗合を行うことができコストを抑え

ることのできるバス交通，移動制約に対応しなが

ら移送サービスよりもコストを抑えることができ

るセダン型車両による移送など複数の交通サービ

スから構成される．本研究では，それぞれの交通

サービスを利用可能な人の外出行動や意見を明ら

かにすることにより，適した地域交通体系を検討

する．なお，このような地域交通体系は，高齢者

など多くの者が必要としているが，本研究では，

特に身体障害者に焦点を絞り考察を行った． 
なかでも，「セダン型車両」による移送サービ

スは，タクシーなどの既存の交通サービスと提供

するサービスが類似しているため，その位置づけ

が重要となっている．本研究では，「セダン型車

両」による移送サービスについても考察を行う． 
 

２． 調査の概要 

交通サービスの利用可否を質問するには，利用

したことがある人に質問を行う必要がある．そこ

で，交通サービスを利用した経験がある可能性が

高いと推測される移動支援制度の受給者に対し，

アンケート調査を実施した． 
アンケート調査は尼崎市で行い，同市の移動支

援制度の受給者にアンケート調査を実施した．同

市では，表１に示す移動支援制度を提供しており，

受給者は３つの制度の中からいずれか１つを選択

する． 
 
表１ 制度の種類と車両の形態，受給対象者 

制度の

種類 

市バス特別乗

車証交付制度

福祉タクシー

チケット交付

制度 

リフト付き自

動車派遣制度

車両の

形態 

通常バス車両

/ノンステッ

プバス車両 

セダン型車両 福祉車両 

受給対

象者 
身体障害1～4級

視覚障害 1,2 級 

肢体障害 1,2 級 

内部障害 1級 

肢体障害 1,2 級

内部障害 1級 

 
調査票は，表１に示した制度の更新のため，福

祉事務所に来所する障害者または代理人に配布し

記入を依頼した．配布期間は，2004 年 3 月，4 月
であり，半月の記入期間を設け，郵送により回収

した．配布数は 796 票，回収数は 422 票，回収

率は 53.0%であった． 
障害種別ごとの回答者，障害等級ごとの回答者

の構成率を，以下の図１，図２に示した． 
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回答者は，尼崎市の障害種別･障害等級と比較し

て，大幅な偏りはなく，障害者の状況を表すサン

プルのデータとして問題がない． 
 

３． 利用可能な交通サービス 

 バスと移送サービスで大きく性質が異なるため，

交通サービスの利用可否は，バスの利用可否と移

送サービスの利用可否に分けて検討した． 
 
（１） バスの利用可否 

バスを利用した外出の有無および利用の可否

の構成は，図３に示す． 
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図３ バスの利用の可否 

 
図３に示した回答結果のうち，｢日ごろ使ってい

ないが，介助があれば使える｣について解釈を行う．

介助が必要である程度の身体的な移動制約が重い

者がバスを利用する場合，乗り降りに時間がかか

り運行ダイヤに乱れが生じたり，介助に要するス

ペースを確保しなければならなかったりといった，

他の利用者に影響を及ぼすような恐れがある．よ

って，本研究では，実際に介助が不要でバスを利

用している人のみがバスを利用できると仮定した．

そのため，｢日ごろ使っていないが，介助があれば

使える｣という回答については，「バスサービスは

利用できない」と判断した． 
よって，｢日ごろから使って外出している｣｢使お

うと思えば，使って外出できる｣｢ノンステップバ

スであれば使って外出できる｣と回答した者は｢ノ

ンステップバスを利用して外出できる｣者とする．

残る｢介助があれば使って外出できる｣｢できない｣

と回答した者を｢ノンステップバスを利用して外

出できない｣者とする． 
 

（２）移送サービスの利用可否 

移送サービスを必ずしも利用したことがある人

が多くないため，直接利用可否を質問した場合，

正確な回答が期待できないため，乗用車の利用の

実態と利用の可否を質問することにより，移送サ

ービスの利用可否を検討することとした．複数選

択を行っている場合は，身体的な移動制約への対

応が高度である側の交通サービスは最低限度利用

可能であると仮定し，回答を修正する．これを集

計した結果を図４に示した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
移送サービスは，使用する車両から「介助なし

セダン型車両」「介助ありセダン型車両」「福祉
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図４ 乗用車の利用可否 
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車両」に分類する．「乗用車の利用可否」と「移

送サービスの利用可否」の関係を表２に示すよう

に仮定した． 
 
表２ 乗用車の利用可否と移送サービスのタイプ

別利用可否 

無理なく普通の自動車に乗って

いる  

乗ろうと思えば普通の自動車に

乗れる  

介助なしセダン

型車両 

乗降介助があれば乗れる  

乗降介助とシートベルトがあれ

ば乗れる  

介助ありセダン

型車両 

回転シートがあれば乗れる  

回転シートと乗降介助があれば

乗れる  

車いすのままで乗れれば乗れる  

福祉車両 

車両で移動することができない  
車両で移動する

ことができない 

 
（３） 交通サービスの利用可否 

 （１）（２）に示したバスの利用可否と乗用車

の利用可否をクロス集計し，図５に示した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
「介助なしセダン型車両」を利用可能と回答し

ながら，「バス（ノンステップバスを含む）」を

利用不可能と回答した人は，9 名であり，「介助

なしセダン型車両」を利用不可能と回答しながら，

「バス（ノンステップバスを含む）」を利用可能

と回答した人は，31 名であった．この点から，バ

ス（ノンステップバスを含む）と介助なしセダン

型車両を比較した場合，介助なしセダン型車両の

ほうが利用困難であると考えることができる． 
以上をもとに，地域交通体系について考察を行

う．地域交通体系において，「バス（ノンステッ

プバスを含む）」は，乗合を実施できることから，

移送サービスと比較して，１トリップ当たりのコ

ストを抑えることができる．今後の税収入減を考

えた場合，最低限度の地域交通体系を考察するこ

との意義は大きい．そこで，地域交通体系の最低

限度として，バスが利用可能な者にはバスを提供

し，バスが利用できない者に対し，身体の制約の

度合いに応じ，「介助なしセダン型車両」または

「介助ありセダン型車両」または「福祉車両」に

よる移送サービスを提供することを考える．以上

から，最も無理をした場合に利用可能な交通サー

ビスを知ることが重要である．これをまとめ図６

に示す． 
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図６ 利用可能な交通サービス 

 
（４）セダン型車両による移送サービスの位置づ

け 

介助なしのセダン型車両による移送サービスの

位置づけについて考察する．図５に示したように，

「介助なしセダン型車両」を利用可能と回答した

人のうち，89.0%についてはバスを利用可能と回

答しており，ノンステップバスであれば，利用可

能と回答している人まで含めると 90%を超える．

ここで議論しているのは，車両の利用可否のみで，

バス停が家の近くになければ利用ができない可能

性がある．「バス（ノンステップバス）」および

「介助なしセダン型車両」を利用可能と回答した

者について、徒歩可能距離を集計し，図７に示し

た． 
500m 程度までしかを歩けない人は 35.6%であ

る．そのため，バスに乗車できたとしても，500m
以内にバス停がなければ，バスが利用できないこ

ととなる．一方，バスのネットワークは荒くなら

ざるをえず，すべての住民の家の十分に近くまで

路線を設定することができない．そのため，バス
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図５ バスの利用可否と乗用車の利用可否 

バスの利用可否 

乗用車の利用可否 



だけで対応できる空間的広がりは限られている．

そのため，介助なしのセダン型車両によるサービ

スの位置づけは，バス交通の補完的な役割となる， 
一方，介護ありセダン型車両の位置づけを考察

する．バスを身体的には利用できないものの，福

祉車両を必要とする程度の身体的困難ではない人

が存在することを示しており，介護ありのセダン

型車両による移送サービスの意義は存在する． 
 
（５）外出頻度についての考察 

加えて，外出頻度を利用可能な交通サービスご

とに集計し，図８に示した． 
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図８ 利用可能な交通手段と外出頻度 

  
「バス（ノンステップバス）」に比して，移送

サービスを必要とする人の外出頻度が低いことが

わかり，移送サービスの充実が必要であることが

わかった．  
 
４． 路線バスのサービス向上について 

 移送サービスの充実を図るためには，地域交通

体系内で，適した利用に誘導する必要がある．そ

こで，路線バスに誘導することとする．そこで，

どのような施策を行えば，路線バスの利用回数が

増加するかを集計し，図９に示した． 

図９ 路線バスの利用回数を増加させる施策 

 
「乗り継ぎをなくす」という回答がもっとも多

く，ついで「ノンステップバスの導入」であった． 
「利用可能な交通手段」と「路線バスの利用回

数を増加させる施策」について独立性の検定を行

った．「定時性の向上」「乗り継ぎをなくす」が

「利用可能な交通手段」との間に従属な関係があ

ることが明らかになった．路線バスを利用できる

人で，「定時性の向上」「乗り継ぎをなくす」こ

とを希望している比率が高かった． 
 
５． まとめ 

 本論文では，障害者に行ったアンケート調査を

もとに利用可能な交通手段をもとに，移送サービ

ス，バス交通の間の分担関係を考察した．特にセ

ダン型車両による福祉有償運送の意義などについ

て考察を行うことができた． 
 さらに，上記のような分担関係を考慮し，バス

の利用を増加させようとする際に必要な施策とし

て，「乗り継ぎをなくす」，「ノンステップバス

の導入」という回答が多いことを示し，地域交通

体系構築を目指した路線バスにおいて必要な工夫

を明らかにした． 
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